
Ⅰ．はじめに

　平成１２年４月に施行された「住宅の品質確保の促進等

に関する法律」を契機として，構造材は乾燥材を使うと

する認識は，木材生産，製材加工，建築と木材流通に関

わる各段階で浸透してきた。住宅の品質確保に対応する

ため木材の乾燥がこれまで以上に重要になっている。最

も多く用いられている蒸気式乾燥は，１００℃以上の高温

乾燥と，８０℃程度の中温乾燥が行われている。前報では，

柱材の乾燥方法別強度試験を行い，高温乾燥材の曲げ強

さがやや低下したことを報告した（3）。本研究では，

曲げの応力を負担するはり，けた材に使用される平角材

の乾燥方法別強度試験を行ったので報告する。

Ⅱ．試験方法

　はり材として使われる幅１２cm，厚さ２４cm，長さ４m

の耳川流域産スギ平角材６５本を試験材とした。製材直後

の動的ヤング係数を打音法により測定し，平均値，変動

係数がほぼ等しくなるように２区分した。これらを，最

高温度１２５℃，５日間の蒸気式乾燥（以下，高温乾燥材）

と，屋根付きの屋外での天然乾燥（以下，天然乾燥材）

を行った。高温乾燥材も人工乾燥後は天然乾燥材と同じ

場所で天然乾燥した。天然乾燥は約１１ヶ月間行い，そ

の間，重量を順次測定した。天然乾燥終了後，スパン

３６０cm，荷重点間距離１２０cmの３等分点４点荷重法によ

る曲げ試験を行った。その際，スパン中央の全スパンた

わみとモーメント一定区間のたわみを測定した。それぞ

れのたわみから曲げヤング係数（MOEとEc）を，また，

最大荷重からMORを求めた。なお，曲げ試験に先立ち

構造用製材の日本農林規格に基づき節の測定を行った。

曲げ試験後に，元口側の非破壊部から厚さ３ cm程度の

試験片を２枚切り出し，１枚で全乾法による含水率を求

めた。試験片は，両外側１ /５ずつと中央の３ /５に分

けて測定した。両外側の含水率を曲げ試験時含水率，中

央も含めた全体の含水率を試験体全体の含水率とした。

また，他の１枚で年輪幅を測定した。算出した強度値は

構造用木材の強度試験法（2）に基づいて，含水率補正と

曲げ試験条件による補正とを行い，それぞれの強度値と

した。

Ⅲ．結果と考察

　（１）乾燥経過

　測定した試験体の重量は，曲げ試験後に測定した試験

体全体の含水率を基準に含水率に換算した。高温乾燥材

の経過を図－１に示す。高温乾燥後約２週間経過した時

点で，１試験体を除いてほぼ含水率５０％以下に低下して

いる。その後も徐々に含水率は低下し続け，全ての試験

体が５０％以下となった２２４日後には，２８試験体は３０％以

下となった。最終測定時点の３２７日後の平均含水率は

２０．９％，最大値は３５．３％であった。

　一方の天然乾燥経過を示したのが図－２である。図中

には便宜的に初期含水率１００％以上と未満に分けて求め

た指数回帰曲線も示している。この図から，初期含水率

が１００％以下の試験材を，天然乾燥だけで含水率２５％以

下にするには２４０日程度が必要なことが分かる。１００％以

上の試験体はこの期間内に２５％以下にはならない。３２７

日後の平均含水率は２７．９％，最大値は５５．９％であった。

初期含水率と天然乾燥終了後の最終含水率の関係は，図

－３に示すように，初期含水率１００％以下ではほぼ最終

含水率が３０％以下に低下するが，１００％を超えると最終

含水率のバラツキが大きく，推定は困難である。柱材の

天然乾燥試験では，９０日の天然乾燥で８０％の試験体が含

水率２５％を下回った（4）。平角材の天然乾燥は，柱材よ

り断面寸法が大きいため長期間が必要である。

　また，柱材の人工乾燥では，重量選別によって乾燥材

の含水率が均一になり，コストも削減できることが報告

されている（1）。本研究の平角材を２段階の重量選別，

すなわち，乾燥しやすいグループと乾燥困難なグループ

に分けると仮定した場合，先に説明した天然乾燥経過か

ら初期含水率１００％，重量で８０から９０kgがその境界重量

と推定される。

　（２）曲げ強度性能

　表－１に年輪幅，節径比などの値とともに各強度値を

示した。両グループ間でMOR，MOE，Ec の平均値の差

の検定を行ったところ，いずれも危険率１％で有意な差

はなく，高温乾燥材と天然乾燥材の曲げ強度性能はほぼ

同等と認められる。平均値の差がなかったことから，両

グループをまとめて統計的下限値を求めた。
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　算出に当たっては，構造用木材の強度試験法（2）記載

の標本数別係数を用いた。表－２に示すように，建設省

告示に定められた許容応力度の３倍を超えており，試験

材は建築用構造材として十分な強度性能を有していると

いえる。MORとMOEの関係は図－４に示すように，高

温乾燥材，天然乾燥材ともに高い相関係数が得られた。

Ⅳ．まとめ

　本研究で得られた結果の概要は次のとおりである。

１）高温乾燥後，約２週間後に１試験体を除いて含水率

５０％以下に低下した。

２）天然乾燥だけで含水率２５％以下に低下するには約

２４０日を要する。

３）平角材を２段階に重量選別すれば，８０から９０kgが

その境界値と考えられる。

４）MOR，MOE，Ec とも乾燥方法による平均値の差は

みられなかった。
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表－ 2　曲げ強さの統計的下限値

構造材の
材料強度

 統計的
下限値

係数
 曲げ強さ

項目
標準偏差平均値

kgf/� kgf/�kgf/� kgf/� 
2252311.78966349 平角材

係数：信頼水準 75%の 5%下側許容限界を求めるための係数

表－１　平角材の材質，曲げ強度性能
 曲げ強度性能試験時

含水率
（％）

 平 均
年輪幅
（ｍｍ）

集中節径比
材縁部
（％）

広い面の
中央部
（％）

試験
体数
（本）

乾燥方法  MOE
tf/�

 MOR
kgf/�

 Ec
tf/�

61.134865.617.66.75 2433高温乾燥
59.635066.0 22.77.052432天然乾燥

図－４　ＭＯＲとＭＯＥの関係図－３　天然乾燥材の初期含水率と最終含水率の関係


